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　脚本

材
新
聞

１０
年
以
上
、１０
万
ｍ
超
も
視
野
に

林野庁

　

林
野
庁
は
現
在
行
っ
て
い
る
立
木
の
シ
ス
テ
ム
販
売
に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
長
期
・
大
ロ

ッ
ト
化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
決
め
た
。

１７
日
に
総
理
大
臣
官
邸
で
開
か
れ
た
第
１６
回
未
来
投
資
会
議

で
、
鷲
藤
健
農
林
水
産
大
臣
が
示
し
た
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
改
革
の
一
つ
と
し

て
、
工
程
表
に
明
記
さ
れ
た
。
現
在
、
立
木
の
シ
ス
テ
ム
販
売
の
平
均
は
、
事
業
期
間
が
３
年
、
１
ロ

ッ
ト
６
４
０
０
立
方
緒
だ
が
、
こ
れ
を
１０
年
以
上
、
１０
万
立
方
耕
を
超
え
る
大
規
模
も
視
野
に
拡
大
の

程
度
を
検
討
す
る
。

１９
年
度
末
ま
で
に
必
要
な
法
制
度
の
整
備
や
公
益
的
機
能
を
保
持
す
る
た
め
の
対

策
な
ど
を
進
め
、
２０
年
度
か
ら
試
験
的
に
導
入
す
る
。

　

同
会
議
に
出
席
し
た
安

倍
総
理
は
、
「森
林
資
源

が
地
域
経
済
活
性
化
の
切

り
札
と
な
る
た
め
に
は
、

大
規
模
化
を
大
胆
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
。
私

有
林
の
集
積
、
集
約
を
後

押
し
す
る
た
め
、
国
有
林

の
一
定
区
域
も
含
め
長

期
、
大
ロ
ッ
ト
で
事
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
法
制
度
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。
国
有
林
材
販
売
の

長
期
・
大
ロ
ッ
ト
化
を
含

め
た
林
業
・木
材
産
業
の

成
長
産
業
化
に
向
け
た
改

革
は
、
６
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
る
未
来
投
資
戦
略
２

０
１
８
に
盛
り
込
ま
れ
る

予
定
だ
。

　

こ
の
長
期
・
大
ロ
ッ
ト

化
は
、
昨
年
６
月
の
未
来

投
資
戦
略
２
０
１
７
の
時

点
か
ら
言
及
さ
れ
て
い

た
。こ
れ
を
受
け
て
昨
年
、

規
模
拡
大
の
程
度
に
つ
い

て
民
間
か
ら
提
案
を
募

り
、
同
１２
月
の
会
議
で
そ

の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
な
か
で
は
、
金
融
機

関
や
商
社
、
木
材
生
産
事

業
者
、
木
材
加
工
事
業
者

等
か
ら
、
事
業
期
間
が
３０

～
６０
年
程
度
、
事
業
規
模

は
全
体
で
４
０
０
０
～
４

方
瀞
、
年
間
８
０
０
０
～

２５
万
立
方
材
の
素
材
生
産

を
見
込
む
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
大
規
模
の
販
売
契
約

が
７
件
提
案
さ
れ
た
。

　

一
段
規
模
の
小
さ
い
提

案
も
１６
件
あ
り
、
事
業
期

間
が
３
～
１０
年
程
度
、
事

業
規
模
は
年
間
１
万
～
１０

万
立
方
緒
の
素
材
生
産
を

見
込
む
も
の
で
、
現
状
の

シ
ス
テ
ム
販
売
の
期
間
や

規
模
を
多
少
拡
大
し
た
内

容
と
な
つ
て
い
る
。
実

際
、
事
業
期
間
５
年
、
年

間
２
万
立
方
緋
の
素
材
生

甜マ
ル
刊
㈱
に
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本日は１２頁建て
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１
畑
▽
ｎ
面

丸
産
業

壁
宛
帥
蟹

品
そ
ろ
え
る

…

　
　
　
　

産
見
込
み
で
あ
れ
ば
、
現

行
制
度
の
運
用
見
直
し
で

対
応
で
き
る
。
提
案
者
は

山
林
保
有
会
社
や
木
材
流

通
事
業
者
、
木
材
加
工
事

業
者
な
ど
、
既
に
国
産
材

を
一
定
量
扱
っ
て
い
る
事

業
者
が
中
心
だ
っ
た
。

　

具
体
的
な
規
模
拡
大
の

程
度
は
今
後
検
討
さ
れ
る

が
、
こ
の
民
間
か
ら
の
提

案
が
一
つ
の
指
標
と
さ
れ

材
職

成
討

集
鋤

鷺
廟

　
　株式会社ティ・エス・シー

ぶ
り
の
告
示
改
正

　　　　　　　　　　　　　

ーー

▽
２
面

　

一番
良
い
家
づ
く
り
推
進
機
構
、
設
立
＝

▽
３
～
ｍ
面

　

特
集

　

耐
力
面
材
（上
）

３

　

７
年

＝

る
。
た
だ
、
長
期
の
販
売

契
約
を
交
わ
し
た
事
業
体

の
ペ
ー
ス
で
主
伐
が
進
む

と
、
国
有
林
側
の
再
造
林

が
追
い
つ
か
ず
、
水
源
掴

養
や
治
山
な
ど
公
益
的
機

能
が
維
持
で
き
な
い
可
能

性
が
懸
念
さ
れ
る
。
国
有

林
の
植
林
や
下
刈
り
な
ど

の
事
業
は
限
ら
れ
た
予
算

の
な
か
で
行
わ
れ
て
お

り
、
近
年
は
横
ば
い
維
持

が
精
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
伐
採
作
業

の
従
事
者
は
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
造
林
・
育
林
の

担
い
手
は
減
少
が
続
い
て

お
り
、
人
手
の
面
で
も
再

造
林
を
自
在
に
伸
ば
せ
る

環
境
に
は
な
い
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
事
業

者
に
国
有
林
材
が
集
中
す

る
可
能
性
や
、
国
有
林
材

の
販
売
が
民
有
林
材
に
与

え
る
懸
念
、
民
有
林
の
担

設
立

　

ｍ

３７
年
＝　　

い
手
不
足
な
ど
、
販
売
の

規
模
拡
大
に
当
た
っ
て
は

法
制
度
以
外
に
も
様
々
な

課
題
が
挙
が
っ
て
い
る
。
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ジ
ー

（東
京

文
供

が
都
、
今
村
末

“）
目

　

月
男
社
長
）

　

正

り
は
、
リ
ク
ル

結

石
ー
ト
住
ま
い

ウ

長

テ
カ
ン
パ
ニ
ー
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５本 柱 事業

　　　　

１

１－！扇師 団 ．
ーば醍醐一＝
、 ハートシステム事業

　

、

サガー 推進事業 ｉゞ…
く

　

金融・サービス事業

　

」－

設備の延長保証を提供
労

（同
・
浅
野

ワ
健
社
長
）
か

ら
受
託
し
た

「
ス
ー
モ
カ

ウ
ン
タ
ー
注
文
住
宅
」
建

築
会
社
と
契
約
し
た
顧
客

に
対
し
て
、
新
居
の
住
宅

設
備
が
故
障
し
た
際
に
修

理
を
提
供
す
る

「
ス
ー
モ

カ
ウ
ン
タ
ー
注
文
住
宅
あ

ん
し
ん
保
証
」
を
１
日
か

ら
開
始
し
た
。

　

保
証
内
容
は
、
キ
ッ
チ

ン
、
バ
ス
、
ト
イ
レ
、
洗

面
、
給
湯
の
設
備
が
万
一

故
障
し
た
場
合
、
修
理
費

を
最
長
３
年
、
累
計
１０
万

円
（税
込
み
）
ま
で
保
証

す
る
。
対
象
は
５
月
１
日

以
降
に
契
約
し
た
も
の
。
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加工も承ります

アセチル化木材

堅
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１
ー　

神
田
神
社
（東
京
都
）
が
建
設
を
進
め
て
い
る
神
田
明
神
文
化
交
流
館
の

工
事
に
、
国
産
針
葉
樹
塗
装
型
枠
用
合
板
「ド
ル
フ
ィ
ン
コ
ー
ト
」
が
使
わ

れ
た
。
今
回
使
用
さ
れ
た
量
は
３
Ｘ
６
判
お
よ
そ
１
０
０
０
枚
（約
４
０
０

０
平
方
緒
）
。

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
に
注
目
集
ま
る

　　　　　　　　

　

国産針葉樹塗装型枠用合板「ドルフィンコート」

　

ド
ル
フ
ィ
ン
コ
Ｔ
ト
は

西
北
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド

（東

京
都
、
井
上
篤
博
社
長
）

と
双
日
が
昨
年
３
月
に
設

立
し
た
型
枠
用
合
板
の
表

面
塗
装
会
社
ド
ル
フ
ィ
ン

コ
ー
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
。
昨
年
６
月
か
ら

双
日
建
材

（同
、
大
西
哲

也
社
長
）
が
販
売
し
て
い

る
。

今
回
ド
ル
フ
ィ
ン
ゴ
ー

ト
が
使
用
さ
れ
た
神
田
明

神
文
化
交
流
館
は
、
同
神

社
の
創
建
１
３
０
０
年
の

奉
祝
に
向
け
、
昨
年
６
月

に
着
工
。地
上
４
階
建
・地

下
１
階
の
Ｓ
造
一部
木
造

の
建
物
で
今
年
１１
月
の
竣

工
を
予
定
し
て
い
る
（昨

あ
る
施
設
の
工
事
で
あ
る

こ
と
や
、
主
な
木
材
に
多

摩
産
材
を
使
う
な
ど
国
産

材
も
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
型
枠
用
合
板
に

も
国
産
材
を
使
っ
た
環
境

配
慮
型
商
品
を
活
用
し
よ

う
と
双
日
建
材
が
納
材
流

通
を
通
じ
て
工
事
を
担
う

鹿
島
建
設
に
提
案
し
た
。

昨
年
ｕ
～
１２
月
に
か
け
て

地
下
の
壁
や
屋
上
の
型
枠

工
事
に
使
わ
れ
、
鹿
島
建

設
現
揚
責
任
者
の
米
盛
慎

一
氏
は
「輸
入
合
板
と
そ

ん
色
な
く
使
う
こ
と
が
で

き
た
。
塗
装
の
緑
色
も
鮮

．１ヨモ

　　　

△
▼

　

　　

　　

　　

明
で
、
現
湯
で
は
好
印

象
」
と
話
し
て
い
る
。
ま

た
こ
の
工
事
で
は
ド
ル
フ

ィ
ン
コ
ー
ト
と
と
も
に
、

西
北
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
が
以

前
か
ら
製
造
し
て
い
る
国

産
針
葉
樹
塗

装
型
枠
用
合

高稿料面六ごった ドノレフィ ンコー ト

も
使
わ
れ
て

い
る
。

ド
ル
フ
ィ

ン
コ
ー
ト
の

販
売
は
徐
々

に
拡
大
し
て

お
り
、
今
年

度
は
月
間
販

売
量
１５
万
枚

を
予
定
し
て
い
る
。
さ
ら

に
市
場
シ
ェ
ア
の
拡
大
を

進
め
、
２
０
１
９
年
度
は

同
２０
万
枚
、
２０
年
度
は
同

４０
万
枚
と
し
、
目
標
で
あ

る
月
間
販
売
量
５０
万
枚
を

目
指
し
て
い
く
予
定
だ
。す

富
壕　　
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